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初
日
に
、
会
議
録

署
名
議
員
の
指
名
を

行
い
、
会
期
を
９
月

16
日
ま
で
の
13
日
間

と
定
め
、
諸
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

外
川
市
長
の
あ
い

さ
つ
と
提
案
理
由
の

総
括
説
明
の
後
、
決

算
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
直

ち
に
、
決
算
特
別
委

員
会
が
開
か
れ
、
単

記
無
記
名
投
票
選
挙

に
よ
り
、
委
員
長
に

今
井
章
也
議
員
、
副

委
員
長
に
古
川
昭
二

議
員
が
当
選
し
ま
し

た
。人

事
案
件
を
除
く
議
案
と

請
願
書
が
、
総
務
企
画
、
建

設
経
済
、
教
育
民
生
の
各
常

任
委
員
会
及
び
決
算
特
別
委

員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付
託
と
さ

れ
、
初
日
の
日
程
は
終
了
し

ま
し
た
。

５
日
目
に
は
常
任
委
員
会

を
開
催
し
、
６
日
目
か
ら
は

２
日
間
に
わ
た
り
11
人
の
議

員
が
、
理
事
者
側
に
対
し
て

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

８
日
目
と
休
会
２
日
を
は

さ
ん
で
11
日
目
、
12
日
目
の

３
日
間
に
わ
た
り
決
算
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
平
成
20

年
度
の
決
算
審
査
を
行
い
ま

�	
��

９
月
16
日
水�

９
月
15
日
火�

９
月
14
日
月�

９
月
13
日
日�

９
月
12
日
土�

９
月
11
日
金�

９
月
10
日
木�

９
月
９
日
水�

９
月
８
日
火�

９
月
７
日
月�

９
月
６
日
日�

９
月
５
日
土�

９
月
４
日
金�

本
会
議

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

(
休
会)

(

休
会)

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

常
任
委
員
会

(

議
案
熟
考
の
た

め
休
会)

(

休
会)

(

休
会)

本
会
議

し
た
。

最
終
日
に
は
、
平
成
21
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
ほ

か
７
件
、
条
例
改
正
案
等
の

議
案
は
、
原
案
可
決
と
な
り

ま
し
た
。

青
森
県
市
議
会
議
員
研
修

会
へ
参
加
す
る
た
め

｢

議
員

の
派
遣
に
つ
い
て｣

の
追
加

議
案
と

｢

教
育
予
算
の
拡
充

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願
書｣

は
採
択
さ

れ
、
意
見
書

(

案)

の
提
出

に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。



�������	
��
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


	

�
�

�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
	
�
�
�
 
!
"

８
月
14
日
に
処
分
を
行
な
っ

た
職
員
の
親
睦
会
費
着
服
を

重
く
受
け
と
め
、
市
長
の
平

成
21
年
10
月
分
の
給
料
月
額

を
100
分
の
10
減
額
す
る
。
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研
修
会
な
ど
を
行
な
い
、

管
理
職
の
資
質
を
高
め
た
い
。
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6
7
,
8
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"学

校
教
育
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
平
川
市
小
学
校

及
び
中
学
校
設
置
条
例
と
平

川
市
奨
学
金
貸
与
条
例
に
引

用
さ
れ
て
い
る
関
係
条
項
を

整
理
す
る
。
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平
成
20
年
４
月
か
ら
新
た

に

｢

高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
制
度｣

が
創
設
さ
れ
、

平
成
21
年
８
月
１
日
か
ら

｢

高
額
介
護
合
算
療
養
費｣

の
支
給
事
務
が
開
始
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
乳
幼
児
医
療
費

給
付
事
業
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
給
付
事
業
及
び
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

事
業
の
助
成
額
か
ら
控
除
す

る
た
め
。
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同
じ
世
帯
で
１
年
間
に

支
払
っ
た
医
療
費
と
介
護
費

を
合
わ
せ
て
、
自
己
負
担
を

超
え
た
部
分
が
支
給
さ
れ
る

制
度
で
あ
る
。
今
回
は
経
過

措
置
と
し
て
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
平
成
21
年
７
月
ま
で

の
16
ヵ
月
分
を
適
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
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健
康
保
険
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給
額
を
改
め
る
。

(

平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に

出
産
し
た
と
き
35
万
円
と
あ

る
の
を
39
万
円
支
給
す
る
。)

�
�
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1

2

沖
館
地
区
の
沢
田
農
道
を

県
営
一
般
農
道
整
備
事
業
と

し
て
整
備
す
る
た
め
廃
止
す

る
。

◆
廃
止
す
る
路
線

・
２
５
６
５

沖
館
宮
崎
１

号
線

495
・
３
メ
ー
ト
ル

(

起
点：

沖
館
宮
崎
103－

１
、

終
点：

沖
館
宮
崎
32－

１)

・
２
５
６
８

沖
館
宮
崎
沢

田
１
号
線

２
８
０
３
・
４

メ
ー
ト
ル

(

起
点：

沖
館
宮

崎
38－

２
、
終
点：

沖
館
沢

田
80－

247)
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農
林
課
で
農
道
を
整
備

す
る
補
助
事
業
で
あ
る
た
め
、

市
道
を
一
度
廃
止
し
、
農
道

と
し
て
管
理
し
、
完
了
後
に

再
度
市
道
と
し
て
認
定
す
る

見
込
み
で
あ
る
。
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�
0
1

2

｢

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ

い
て｣

の
議
案
で
廃
止
し
た

残
り
の
部
分
を
認
定
す
る
。

◆
認
定
す
る
路
線

・
２
５
６
５

沖
館
宮
崎
比

山
館
３
号
線

369
・
０
メ
ー

ト
ル

(

起
点：

沖
館
宮
崎
103

－

１
、
終
点：

沖
館
比
山

館
76－

３)

・
２
５
６
８

沖
館
宮
崎
10

号
線

189
・
０
メ
ー
ト
ル

(

起
点：

沖
館
宮
崎
38－

２
、

終
点：

沖
館
宮
崎
32－

１)
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人
権
擁
護
委
員
今
井

巖
氏
の
任
期
が
平
成
21
年
12
月
31
日

を
も
っ
て
満
了
す
る
の
で
、
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

{
|

平
川
市
館
山
下
扇
田
105
番
地
１

}
~

今
井

巖

�
]
_
�

昭
和
22
年
１
月
27
日
生
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予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
128
万
７
０

０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
169
億

１
３
２
０
万
３
０
０
０
円
と

す
る
。

今
回
の
補
正
の
主
な
内
容

は
、
歳
入
で
は
エ
コ
減
税
等

に
よ
る
減
収
の
補
て
ん
の
た

め
の
交
付
税
確
定
に
よ
り
地

方
特
例
交
付
金
871
万
５
０
０

０
円
を
増
額
、
今
回
の
補
正

の
財
源
と
し
て
地
方
交
付
税

を
２
６
２
５
万
２
０
０
０
円

を
増
額
し
、
国
の
市
町
村
合

併
推
進
体
制
整
備
費
補
助
金
、

地
域
介
護
福
祉
空
間
整
備
費

補
助
金
、
子
育
て
応
援
特
別

手
当
交
付
金
な
ど
合
わ
せ
て

７
８
２
２
万
６
０
０
０
円
を

追
加
し
、
一
般
寄
附
金
と
ふ

る
さ
と
納
税
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
増
額
し
て
計
上
し
た

こ
と
な
ど
で
あ
る
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
老
人

福
祉
施
設
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

等
整
備
の
た
め
の
補
助
金
２

３
７
９
万
６
０
０
０
円
と
、

１
年
延
長
し
た
子
育
て
応
援

特
別
給
付
事
業
と
し
て
２
８

８
８
万
３
０
０
０
円
を
措
置

し
、
り
ん
ご
共
済
加
入
促
進

事
業
補
助
金
598
万
３
０
０
０

円
、
夏
秋
い
ち
ご
日
本
一
飛

躍
産
地
育
成
事
業
補
助
金
と

し
て
202
万
５
０
０
０
円
、
消

費
者
行
政
活
性
化
事
業
と
し

て
222
万
円
、
も
の
づ
く
り
中

小
企
業
支
援
補
助
金
500
万
円

を
措
置
し
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
特
別
会
計
繰
出
金
455
万

５
０
０
０
円
を
追
加
し
た
こ

と
な
ど
で
あ
る
。
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国
が
新
た
に
示
し
た
調

査
基
準
に
伴
う
分
析
調
査
で

あ
る
。
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暴
風
雨
な
ど
１
点
式
が

10
％
、
暴
風
雨
と
ひ
ょ
う
害
、

ま
た
は
霜
害
の
２
点
式
が
20

％
。
暴
風
雨
、
ひ
ょ
う
害
、

霜
害
の
３
点
方
式
が
30
％
の

補
助
率
で
あ
る
。
対
象
者
は

想
定
で
835
人
で
あ
る
。
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３
年
間
で
行
な
う
事
業

で
、
全
部
で
11
ヵ
所
。
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町
居
地
区
で
あ
る
。
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振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の

防
止
の
た
め
、
啓
発
用
冊
子

を
作
成
す
る
経
費
で
あ
る
。
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平
賀
地
域
の
光
城
地
区

に
あ
る
企
業
で
あ
る
。
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対
象
者
は
911
人
。
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予
算
の
総
額
か
ら
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
50
万
２
０
０

０
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
41
億
３
４
８
０

万
円
と
す
る
。

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は

国
庫
支
出
金
62
万
６
０
０
０

円
、
諸
収
入
74
万
７
０
０
０

円
を
追
加
し
、
繰
入
金
187
万

５
０
０
０
円
を
減
額
す
る
。

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
56

万
円
、
保
険
事
業
費
76
万
７

０
０
０
円
、
諸
支
出
金
14
万

６
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総

務
費
219
万
５
０
０
０
円
及
び

予
備
費
18
万
６
０
０
０
円
を

減
額
す
る
。
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予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
20
万
４
０
０
０

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
１

０
３
万
４
０
０
０
円
と
す
る
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
再
審

査
請
求
に
伴
う
国
保
連
か
ら

の
返
還
金
20
万
２
０
０
０
円
、

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
実
績

報
告
に
伴
う
過
年
度
精
算
分

の
支
払
い
基
金
の
償
還
金
13

万
９
０
０
０
円
で
あ
る
。

�
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予
算
の
総
額
か
ら
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
903
万
５
０
０

０
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
28

億
１
４
２
９
万
２
０
０
０
円

と
す
る
。

歳
入
は
国
庫
負
担
金
44
万

円
、
支
払
基
金
交
付
金
66
万

円
、
県
負
担
金
27
万
５
０
０

０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
、

職
員
給
与
費
等
繰
入
金
の
減

額
等
に
よ
り
１
０
４
１
万
円

の
減
額
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費

１
２
５
９
万
２
０
０
０
円
減

額
、
居
宅
介
護
福
祉
用
具
購

入
費
及
び
高
額
医
療
合
算
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
追
加
等
で

220
万
３
０
０
０
円
を
増
額
、

地
域
支
援
事
業
費
170
万
３
０

０
０
円
を
減
額
し
、
諸
支
出

金
を
305
万
７
０
０
０
円
追
加

す
る
。
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４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

実
績
は
38
件
、
113
万
円
。
内

容
は
、
腰
掛
便
座
、
入
浴
補

助
器
の
２
つ
が
主
な
も
の
で

あ
る
。
８
月
か
ら
年
度
内
ま

で
に
は
、
240
万
円
ほ
ど
必
要

で
あ
る
と
の
見
込
み
で
あ
る
。
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予
算
の
総
額
か
ら
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
３
０
万

１
０
０
０
円
を
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
３
億
７
８
８
５
万
２
０

０
０
円
と
す
る
。

歳
入
で
は
繰
入
金
を
１
０

３
０
万
１
０
０
０
円
減
額
し
、

歳
出
で
は
総
務
管
理
費
を
１

０
３
０
万
１
０
０
０
円
を
減

額
す
る
。

�
�
�
�
�
�
�
 

�

�
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予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
455
万
５
０
０
０

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
億

９
３
３
６
万
５
０
０
０
円
と

す
る
。

歳
入
で
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
455
万
５
０
０
０
円

を
追
加
し
、
歳
出
で
は
人
件

費
384
万
１
０
０
０
円
、
修
繕

料
69
万
３
０
０
０
円
を
追
加

す
る
。
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当
初
は
パ
ー
ト
を
要
望

し
て
い
た
が
、
期
限
付
職
員

に
な
っ
た
た
め
、
補
正
が
必

要
と
な
っ
た
。
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収
益
的
収
支
の
支
出
に
つ

い
て
、
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
を
874
万
９
０
０
０
円
減

額
す
る
も
の
で
あ
る
。
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平
成
20
年
度
か
ら
平
成

21
年
度
に
か
け
て
人
員
を
削

減
す
る
な
ど
、
企
業
努
力
を

し
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

民
間
へ
の
包
括
的
な
委
託
の

方
法
を
検
討
し
、
経
費
の
削

減
に
努
め
る
。

�
�
�
�
�
�
�

収
益
的
収
支
の
収
入
に
つ

い
て
、
一
般
会
計
補
助
金
を

787
万
８
０
０
０
円
減
額
し
、

支
出
に
つ
い
て
人
事
異
動
に

伴
う
人
件
費
同
額
787
万
８
０

０
０
円
を
減
額
す
る
。
ま
た
、

資
本
的
支
出
に
お
い
て
、
汚

水
ま
す
設
置
の
た
め
の
工
事

請
負
費
ほ
か
153
万
１
０
０
０

円
を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。
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６
戸
分
の
予
算
で
あ
る
。
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内
容＞

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金

の
負
担
割
合
の
縮
小
、
地
方

交
付
税
削
減
な
ど
厳
し
い
地

方
財
政
の
状
況
か
ら
、
自
治

体
に
お
い
て
教
育
予
算
の
確

保
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

自
治
体
の
財
政
力
や
保
護

者
の
所
得
の
違
い
に
よ
っ
て
、

子
供
た
ち
が
受
け
る
教
育
水

準
に
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
教
育
予
算
を
国
全
体

と
し
て
、
確
保
・
充
実
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
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市
議
会
議
員
の
平
成
21
年

12
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当

の
支
給
割
合
を
０
・
１
ヵ
月

減
額
す
る
。

平
成
22
年
４
月
以
降
は
６

月
、
12
月
合
わ
せ
て
０
・
３

ヵ
月
分
減
額
と
な
る
。
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特
別
職

(

市
長
・
副
市
長

・
収
入
役)
の
12
月
に
支
給

す
る
期
末
手
当
の
支
給
割
合

を
０
・
１
ヵ
月
減
額
す
る
。

平
成
22
年
４
月
以
降
は
６

月
、
12
月
合
わ
せ
て
０
・
３

ヵ
月
減
額
と
な
る
。
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教
育
長
の
平
成
21
年
12
月

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
０
・

１
ヵ
月
減
額
す
る
。

平
成
22
年
４
月
以
降
は
６

月
、
12
月
合
わ
せ
て
０
・
３

ヵ
月
減
額
と
な
る
。
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国
家
公
務
員
の
給
与
改
定

等
に
か
ん
が
み
、
職
員
の
給

料
月
額
並
び
に
期
末
手
当
及

び
勤
勉
手
当
を
減
額
す
る
。

住
居
手
当
の
支
給
範
囲
を

改
め
並
び
に
そ
の
他
所
要
の

改
正
を
行
な
う
。
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歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
１
９

６
万
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
169
億
７
５
１
６
万
６
０
０

０
円
と
す
る
。

◇
優
先
接
種
対
象
者
で
生
活

保
護
世
帯
ま
た
は
非
課
税
世

帯
は
全
額
助
成
。

◇
優
先
接
種
対
象
者
以
外
で

生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
は
２
回

分
で
２
４
０
０
円
の
助
成
。

■
詳
し
く
は
、
市
役
所
健
康

推
進
課
保
健
係

(

内
線
１
１

４
３
、
１
１
４
４)

へ
。
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平
川
市
税
等
収
納
向
上

委
員
会
は
、
５
日
間
実
施
し
、

関
係
部
長
・
課
長
等
が
夜
間

に
臨
戸
訪
問
し
た
実
績
は
173

件
、
総
額
136
万
３
４
０
０
円
。

給
料
の
差
し
押
さ
え
が
43
件
、

１
４
７
９
万
１
９
０
０
円
。

預
金
等
の
差
し
押
さ
え
84
件
、

599
万
６
０
３
３
円
。
年
金
の

差
し
押
さ
え
は
251
万
６
２
１

９
円
で
不
動
産
の
差
し
押
さ

え
は
５
件
972
万
80
円
で
あ
る
。

し
か
し
、
後
日
納
付
に
来

る
方
も
あ
る
た
め
、
夜
間
徴

収
で
幾
ら
、
昼
間
の
徴
収
で

幾
ら
と
い
う
ふ
う
に
は
一
概

に
言
え
な
い
。
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平
賀
公
民
館
、
尾
上
公

民
館
、
碇
ヶ
関
公
民
館
、
古

懸
地
区
公
民
館
、
久
吉
地
区

公
民
館
の
合
計
で
２
２
５
３

件
、
利
用
者
４
万
２
２
６
６

人
で
若
干
下
回
る
が
、
ほ
ぼ

前
年
並
み
。
文
化
セ
ン
タ
ー

は
114
件
、
413
万
700
円
。
前
年

度
比
24
件
減
、
約
90
万
円
の

減
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、

736
件
、
１
万
２
５
７
２
名
、

前
年
度
比
75
件
減
、
１
８
０

０
人
程
度
減
。
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滞
納
繰
越
分
の
調
定
額

は
平
成
７
年
か
ら
平
成
19
年

度
ま
で
280
件
、
２
３
８
３
万

９
７
３
０
円
。
そ
の
う
ち
平

成
10
年
か
ら
平
成
19
年
度
分

で
445
万
３
８
３
０
円
納
入
済

で
あ
る
。
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そ
う
い
う
整
理
の
仕
方

が
で
き
れ
ば
保
育
所
に
か
か

わ
る
経
費
は
す
っ
き
り
で
き

る
が
、
児
童
福
祉
法
に
よ
り

今
の
と
こ
ろ
で
き
か
ね
る
。

保
育
園
の
園
長
の
協
力
を
得

な
が
ら
と
い
う
形
に
な
る
。
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議 会 費 170,279,000 170,011,769 99.8 1.1
総 務 費 2,441,068,000 2,433,289,784 5,000,000 99.7 15.7
民 生 費 4,776,960,000 4,505,451,593 265,610,000 94.3 29.1
衛 生 費 1,036,218,000 1,031,055,973 99.5 6.7
労 働 費 8,696,000 8,684,760 99.9 0.1
農 林 水産業費 822,088,000 808,928,840 11,800,000 98.4 5.2
商 工 費 214,519,000 205,059,976 8,798,000 95.6 1.3
土 木 費 1,350,107,000 1,292,748,669 53,800,000 95.8 8.4
消 防 費 717,207,000 677,226,519 39,280,000 94.4 4.4
教 育 費 1,490,663,000 1,339,681,592 146,153,000 89.9 8.7
災 害 復 旧 費 12,988,000 12,650,520 97.4 0.1
公 債 費 2,969,027,000 2,969,023,705 100.0 19.2
予 備 費 47,268,000
歳 出 合 計 16,057,088,000 15,453,813,700 530,441,000 96.2 100.0
※構成比は､ 四捨五入のため積算が一致しない場合がある｡
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高
校
の
分
と
し
て
15
名
、

短
大
等
で
６
名
、
大
学
９
名

の
計
30
名
。
市
独
自
の
奨
学

金
で
あ
る
た
め
、
職
業
に
よ

る
償
還
免
除
は
一
切
な
い
。
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中
小
企
業
の
事
業
資
金

保
証
を
行
な
っ
て
経
営
の
安

定
に
資
す
る
た
め
の
資
金
で
、

貸
付
先
は
青
森
銀
行
平
賀
支

店
と
尾
上
支
店
、
東
奥
信
用

金
庫
平
賀
支
店
と
尾
上
支
店
、

あ
お
も
り
信
用
金
庫
碇
ヶ
関

支
店
で
あ
る
。
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市
内
に
は
、
循
環
バ
ス
、

地
域
生
活
交
通
再
生
路
線
、

生
活
道
路
維
持
の
３
タ
イ
プ

の
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
。
循

環
バ
ス
は
市
内
だ
け
運
行
し

て
お
り
、
赤
字
分
は
市
の
み

が
補
て
ん
す
る
。
地
域
生
活

交
通
再
生
路
線
は
、
県
の
費

用
と
、
路
線
に
あ
る
複
数
の

市
町
村
が
距
離
で
按
分
に
よ
っ

て
負
担
す
る
も
の
と
、
弘
南

バ
ス
の
路
線
を
国
、
県
、
構

成
市
町
村
が
赤
字
部
分
を
負

担
す
る
制
度
が
あ
り
、
循
環

バ
ス
が
１
９
３
９
万
７
０
０

０
円
、
地
域
生
活
交
通
再
生

路
線
が
１
２
９
３
万
４
０
０

０
円
、
残
り
が
生
活
道
路
維

持
費
と
い
う
市
内
公
共
交
通

路
線
の
補
助
金
で
あ
る
。
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見
積
も
り
は
１
社
で
あ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
機
種
が
違

う
の
で
、
そ
う
簡
単
に
は
比

較
で
き
な
い
。
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弔
意
規
定
に
基
づ
い
て
、

最
高
５
万
円
か
ら
３
０
０
０

円
で
支
出
し
て
い
る
。
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平
成
20
年
度
に
、
実
際

に
交
付
を
受
け
た
人
を
除
い

た
額
で
あ
り
、
平
成
21
年
度

に
繰
り
越
す
金
額
で
、
申
請

に
よ
り
交
付
さ
れ
る
。
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自
主
財
源

市 税

20.1

2,470,140,150 2,309,110,000 2,657,441,296 2,470,140,150 107.0 93.0 15.6
分 担 金 及 び 負 担 金

703,386,187

216,289,000 243,124,405 217,980,545 100.8 89.7 1.4
使 用 料 及 び 手 数 料 158,706,000 159,209,008 157,338,293 99.1 98.8 1.0
財 産 収 入 61,144,000 61,633,343 61,633,343 100.8 100.0 0.4
寄 附 金 4,657,000 4,657,661 4,657,661 100.0 100.0 0.0
繰 入 金 6,689,000 6,688,647 6,688,647 100.0 100.0 0.0
繰 越 金 55,796,000 55,796,605 55,796,605 100.0 100.0 0.4
諸 収 入 187,278,000 226,586,947 199,291,093 106.4 88.0 1.3

依

存

財

源

地 方 譲 与 税

79.9

713,668,797

270,166,000 270,166,000 270,166,000 100.0 100.0 1.7
利 子 割 交 付 金 9,058,000 9,058,000 9,058,000 100.0 100.0 0.1
配 当 割 交 付 金 1,709,000 1,709,000 1,709,000 100.0 100.0 0.0
株式等譲渡所得割交付金 451,000 451,000 451,000 100.0 100.0 0.0
地 方 消 費 税 交 付 金 288,189,000 288,189,000 288,189,000 100.0 100.0 1.8
ゴルフ場利用税交付金 15,746,000 15,746,797 15,746,797 100.0 100.0 0.1
自動車取得税交付金 88,924,000 88,924,000 88,924,000 100.0 100.0 0.6
地 方 特 例 交 付 金 34,575,000 34,575,000 34,575,000 100.0 100.0 0.2
交通安全対策特別交付金 4,850,000 4,850,000 4,850,000 100.0 100.0 0.0
地 方 交 付 税 8,194,351,000 8,194,351,000 8,194,351,000 8,194,351,000 100.0 100.0 51.9
国 庫 支 出 金

2,894,499,211
2,334,156,000 1,904,290,311 1,904,290,311 81.6 100.0 12.1

県 支 出 金 989,935,000 990,208,900 990,208,900 100.0 100.0 6.3
市 債 825,309,000 825,309,000 825,309,000 825,309,000 100.0 100.0 5.2

歳入合計 100.0 15,801,354,345 16,057,088,000 16,042,965,920 15,801,354,345 98.4 98.5 100.0
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平
成
19
年
度
と
比
較
し

て
可
燃
ご
み
は
１
７
２
４
ト

ン
減
、
不
燃
ご
み
524
ト
ン
減
、

大
型
ご
み
89
ト
ン
減
、
資
源

ご
み
回
収
136
ト
ン
増
、
集
団

回
収
56
ト
ン
増
と
な
っ
て
お

り
、
清
掃
施
設
組
合
の
負
担

金
は
、
ご
み
の
量
に
対
し
て

決
ま
る
の
で
、
弘
前
地
区
環

境
整
備
事
務
組
合
約
１
０
０

０
万
円
減
、
黒
石
地
区
清
掃

施
設
組
合
約
１
０
０
０
万
円

の
減
と
な
っ
た
。
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現
在
210
ア
ー
ル
。
目
標

設
定
と
し
て
は
少
な
い
け
れ

ど
、
平
成
24
年
度
ま
で
に
は

260
ア
ー
ル
ぐ
ら
い
ま
で
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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各
防
除
組
合

(
Ｊ
Ａ
津

軽
み
ら
い
共
同
防
除
連
絡
協

議
会
、
Ｊ
Ａ
つ
が
る
弘
前
碇

ヶ
関
安
全
安
定
生
産
委
員
会)

に
支
払
っ
て
お
り
、
リ
ン
ゴ

腐
乱
病
・
黒
星
病
な
ど
の
発

生
を
防
止
す
る
た
め
に
巡
回

指
導
や
状
況
を
調
査
す
る
た

め
の
経
費
で
あ
る
。
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ロ
マ
ン
館
の
中
に
あ
っ

た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
立
ち
退
き

料
で
あ
る
。
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弁
護
士
費
用
は
31
万
５

０
０
０
円
で
、
３
回
ほ
ど
。

そ
の
ほ
か
電
話
等
で
の
や
り

取
り
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
。

�
n
V
o
p
q
r
1

k

s
E
I
J
#
�
�

 

世
界
同
時
不
況
に
よ
り

市
内
各
企
業
の
雇
用
が
激
減

し
て
い
く
中
、
雇
用
の
確
保

の
た
め
に
、
条
件
を
満
た
し

た
８
企
業
に
合
計
２
１
０
４

万
円
交
付
し
た
。
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山
手
は
、
40
回
は
超
え

る
。
平
地
は
10
回
少
な
く
て
、

大
体
30
回
出
動
し
た
。
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ま
だ
負
担
金
を
納
め
る

と
い
う
体
制
に
な
っ
て
い
な

い
。
広
域
化
に
関
す
る
組
織

が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。
関

係
市
町
村
長
に
対
し
て
の
説

明
会
が
開
か
れ
た
際
、
全
員

一
致
で
賛
成
で
あ
り
、
広
域

化
に
向
け
て
進
む
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
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設
備
器
械
の
延
命
も
あ

る
が
、
利
用
者
の
安
全
が
第

一
だ
と
考
え
て
い
る
。
新
し

い
機
種
も
い
ろ
い
ろ
出
て
き

て
い
る
の
で
、
今
後
ス
ポ
ー

ツ
審
議
会
な
ど
を
通
し
て
、

更
新
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

計
画
的
に
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。
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国
の
補
助
事
業
で
行
な
っ

た
の
で
、
基
本
的
に
は
、
躯

体
に
影
響
を
与
え
な
い
で
、

耐
用
年
数
を
大
幅
に
延
ば
す

た
め
の
工
事
が
主
目
的
で
あ

る
。
屋
根
、
外
壁
が
主
で
、

内
部
に
つ
い
て
は
構
造
上
の

問
題
が
な
け
れ
ば
、
基
本
的

に
は
表
面
上
の
、
床
の
張
り

か
え
等
の
グ
レ
ー
ド
と
な
っ

て
い
る
。
体
育
館
は
躯
体
の

耐
震
補
強
で
あ
り
、
が
っ
ち

り
と
改
修
さ
れ
た
。
建
物
全

体
の
維
持
を
目
指
す
も
の
で

あ
り
、
補
助
の
範
囲
内
で
行

な
わ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
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質
収
支
が
１
億
２
７

４
５
万
円
の
黒
字
だ
が
、

市
民
の
我
慢
は
限
界
に
き

て
い
る
。
黒
字
の
二
文
字

は
、
市
民
要
求
と
は
、
か

け
離
れ
た
も
の
と
実
感
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
立
ち
退
き
料
や

弁
護
士
費
用
な
ど
、
市
財

政
に
損
害
を
与
え
た
も
の

と
し
て
、
深
く
反
省
を
促

し
た
い
。²

½
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平
成
21
年
７
月
で
41
世

帯
あ
る
が
、
そ
の
中
に
短
期

被
保
険
者
証
を
交
付
す
る
15

歳
以
下
の
対
象
者
は
い
な
い
。
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昨
年
度
は
100
人
行
な
っ

た
。
近
く
で
脳
ド
ッ
ク
の
委

託
を
受
け
る
診
療
施
設
が
黒

石
病
院
し
か
な
か
っ
た
た
め
、

黒
石
病
院
と
協
議
し
、
平
川

市
は
最
大
で
100
人
と
い
う
こ

と
か
ら
申
し
込
み
を
受
け
た
。

ほ
か
の
病
院
で
や
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
も
う

少
し
当
た
っ
て
、
対
象
人
数

を
拡
大
す
る
形
で
、
現
在
考

え
て
い
る
。
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普
通
徴
収
に
つ
い
て
は

年
度
対
象
者
が
４
８
４
７
人
、

未
納
者
が
160
人
、
徴
収
率
96
・

７
％
で
あ
る
。
そ
れ
に
基
づ

い
た
督
促
手
数
料
、
延
滞
金

等
で
あ
り
、
制
度
に
基
づ
い

た
も
の
で
あ
る
。
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ガ
ソ
リ
ン
を
中
心
と
し
、

小
麦
粉
等
大
き
く
値
上
が
り

し
た
。
パ
ン
が
特
に
高
騰
し

た
の
で
、
パ
ン
の
回
数
を
米

飯
に
切
り
か
え
す
る
対
策
等

に
よ
り
、
ほ
ぼ
給
食
費
の
範

囲
内
で
お
さ
ま
っ
た
。
冬
休

み
も
あ
り
、
燃
料
費
の
関
係

は
、
補
正
で
十
分
対
応
し
た
。
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,
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温
泉
法
改
正
に
よ
り
基

準
が
厳
し
く
な
り
、
現
在
ク

リ
ア
で
き
て
い
な
い
部
分
も

あ
る
た
め
、
現
在
説
明
会
を

開
け
な
い
状
態
で
、
遅
れ
て

い
る
。
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特
別
職
は
未
調
査
だ
が
、

昨
年
秋
に
職
員
の
未
接
続
者

は
41
名
だ
っ
た
が
、
そ
の
後

４
名
接
続
し
て
い
る
。
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木
材
を
販
売
す
る
際
に

搬
入
や
、
販
売
に
至
っ
た
経

費
は
差
し
引
く
が
、
何
年
も

か
か
っ
た
労
力
等
の
経
費
は

入
っ
て
い
な
い
。
取
り
扱
い

が
違
う
こ
と
に
は
、
努
力
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。
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�
�国

民
皆
保
険
制
度
は
、

も
は
や
崩
壊
し
て
い
る
。

高
す
ぎ
る
保
険
料
と
重
い

窓
口
負
担
が
引
き
起
こ
す

死
亡
事
件
も
発
生
し
て
い

る
。
世
の
中
の
情
勢
に
合
っ

た
規
定
を
つ
く
り
、
申
請

減
免
や
免
除
を
受
け
て
い

く
体
制
づ
く
り
が
急
が
れ

る
。
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�
�初

年
度
の
決
算
で
、
当

初
か
ら
制
度
に
対
す
る
問

題
点
が
指
摘
さ
れ
、
全
国

的
に
怒
り
の
声
が
わ
き
上

が
っ
て
い
た
。
そ
の
声
に

対
し
、
多
少
制
度
が
改
正

さ
れ
た
も
の
の
、
予
期
し

た
と
お
り
、
普
通
徴
収
分

の
保
険
料
の
滞
納
が
発
生

し
て
い
る
。
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
は
廃
止
し
か
な

い
と
改
め
て
思
う
。
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一 般 会 計 158億 135万 4 千円 154億 5,381万 4 千円

�
�

�
�

国 民 健 康 保 険 41億 7,903万 6 千円 41億 5,906万 5 千円

老 人 保 健 3億 2,456万 8 千円 3億 2,456万 8 千円

介 護 保 険 28億 2,646万 8 千円 27億 4,593万 0 千円

後期高齢者医療保険 2億 1,365万 1 千円 2億 1,175万 4 千円

診 療 所 3億 7,243万 8 千円 3億 7,243万 8 千円

学 校 給 食 セ ン タ ー 3億 9,319万 7 千円 3億 9,319万 6 千円

尾上地区住宅団地温泉事業 945万 9 千円 778万 6 千円

簡 易 水 道 1,148万 3 千円 1,148万 3 千円

計 241億 4,165万 3 千円 236億 8,003万 4 千円

�
�

�
�

水 道 事 業
収益的 6億 232万 6 千円 5億 4,198万 5 千円

資本的 5億 429万 0 千円 7億 6,175万 3 千円

下 水 道 事 業
収益的 8億 5,053万 4 千円 10億 3,861万 3 千円

資本的 13億 6,346万 7 千円 15億 515万 4 千円

※千円未満四捨五入のため､ 積算が一致しない場合がある｡

¦
§
�
�
�
¨
©
¦

平
成
21
年
９
月
15
日
発
行

｢

ひ
ら
か
わ
市
議
会
だ
よ
り｣

第
15
号
の
19
ペ
ー
ジ
、
上
か
ら

４
段
目
の
写
真
説
明
文
章
の
中

で

｢

�
川
診
療
所
長｣

と
あ
り

ま
す
が

｢

�
川
支
所
長｣

の
誤

り
で
し
た
。

訂
正
し
、
お
わ
び
い
た
し
ま

す
。
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81 人権擁護委員候補者の推薦について 原案同意 全会一致 付託省略 ― ―
�����������

82 平川市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例案 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致
83 学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例案 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致
84 健康保険等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例案 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致
85 平川市国民健康保険条例の一部を改正する条例案 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致
�����

86 市道路線の廃止について 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決 全会一致
87 市道路線の認定について 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決 全会一致
��� !��

88 平成21年度平川市一般会計補正予算案 (第３号) 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致
89 平成21年度平川市国民健康保険特別会計補正予算案 (第２号) 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致
90 平成21年度平川市老人保健特別会計補正予算案(第１号) 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致
91 平成21年度平川市介護保険特別会計補正予算案 (第１号) 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致
92 平成21年度平川市国民健康保険診療施設事業診療所特別会計補正予算案 (第２号) 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致
93 平成21年度平川市学校給食センター特別会計補正予算案 (第１号) 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致
94 平成21年度平川市水道事業会計補正予算案(第２号) 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決 全会一致
95 平成21年度平川市下水道事業会計補正予算案 (第２号) 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決 全会一致
��
"#���

３ 教育予算の拡充を求める意見書 (案) の提出について 原案可決 全会一致 付託省略 ― ―
��
$%�

３ 議員派遣について 原案可決 全会一致 付託省略 ― ―
�&'�

２ 教育予算の拡充に関する意見書の提出を求める請願書 採 択 全会一致 教育民生 採 択 全会一致
�()*+,-./.#0!123456�

96 平川市一般会計 認 定 起立多数 決算特別 認 定 起立多数
97 平川市国民健康保険特別会計 認 定 起立多数 決算特別 認 定 起立多数
98 平川市老人保健特別会計 認 定 全会一致 決算特別 認 定 全会一致
99 平川市介護保険特別会計 認 定 全会一致 決算特別 認 定 全会一致
100 平川市後期高齢者医療特別会計 認 定 起立多数 決算特別 認 定 起立多数
101 平川国民健康保険診療施設事業診療所特別会計 認 定 全会一致 決算特別 認 定 全会一致
102 平川市学校給食センター特別会計 認 定 全会一致 決算特別 認 定 全会一致
103 平川市尾上地区住宅団地温泉事業特別会計 認 定 全会一致 決算特別 認 定 全会一致
104 平川市簡易水道特別会計 認 定 全会一致 決算特別 認 定 全会一致
105 平川市水道事業会計 認 定 全会一致 決算特別 認 定 全会一致
106 平川市下水道事業会計 認 定 全会一致 決算特別 認 定 全会一致

107

～
120

＜平川市財産区一般会計＞広船財産区 (107)､ 小和森財産
区(108)､ 荒田財産区(109)､ 大坊財産区(110)､ 石郷財産
区(111)､ 館田財産区(112)､ 大字大光寺(113)､ 平田森財
産区(114)､ 新尾崎財産区(115)､ 新館財産区(116)､ 沖館
財産区(117)､ �川財産区(118)､ 吹上・高畑財産区(119)､
碇ヶ関財産区(120) [計14件]

認 定 全会一致 決算特別 認 定 全会一致
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121 平川市議会議員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案 原案可決 全会一致 付託省略 ― ―
122 平川市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例案 原案可決 全会一致 付託省略 ― ―
123 平川市教育委員会教育長の給与､ 勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例案 原案可決 全会一致 付託省略 ― ―
124 平川市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案 原案可決 全会一致 付託省略 ― ―
�7089�:�;<�

専決８ 平成21年度平川市一般会計補正予算 (第４号) 承 認 全会一致 ー ― ―
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①
昨
年
度
外
来
患
者

数
は
延
べ
１
万
４
６
３
７
人

１
日
平
均
60
人
。
今
年
度
８

月
末
現
在
で
は
６
２
８
６
人
、

昨
年
同
時
期
と
比
較
し
て
、

延
べ
人
数
は
227
人
の
増
、
１

日
平
均
３
・
９
人
増
と
な
っ

て
い
る
。
②
平
成
20
年
度
決

算
で
は
、
約
１
億
２
５
０
０

万
円
の

(

※)

繰
り
出
し
を

し
て
い
る
。
赤
字
が
出
な
い

の
が
一
番
い
い
が
、
そ
う
も

い
か
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

繰
り
出
し
の
額
を
少
な
く
す

る
努
力
を
み
ん
な
で
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

�
�
�
�
�
B
C
A

③
患

者
増
に
結
び
つ
く
た
め
に
、

５
月
に
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
平
川
診
療
所
の
施
設
紹

介
を
兼
ね
て
掲
載
し
な
が
ら
、

新
し
く
始
ま
っ
た
生
活
習
慣

改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
で
、

健
康
推
進
課
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
、
健
診
に
も
所
長
が
積
極

的
に
参
画
し
て
い
る
。
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①
古

く
な
っ
た
機
械
も
あ
る
が
、

修
理
し
な
が
ら
使
え
る
も
の

は
使
っ
て
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
る
。
②
旧
平
賀
病

院
か
ら
の
医
療
機
器
を
フ
ル

に
活
用
し
な
が
ら
診
療
を
行
っ

て
い
る
状
況
で
、
こ
れ
以
上

利
用
で
き
な
い
機
器
を
購
入

し
て
も
、
あ
ま
り
得
策
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
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市
財

政
と
関
係
が
あ
る
の
で
、
前

向
き
に
検
討
し
な
が
ら
購
入

を
考
え
て
い
き
た
い
。
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県
内
で
は
助
成
金
を

出
し
て
い
る
市
町
村
も
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は

(

全
額
自

費
の
た
め)

７
０
０
０
円
く

ら
い
か
か
る
が
、
助
成
の
内

容
は
、
医
師
が
認
め
た
患
者

に
助
成
し
た
り
、
金
額
も
１

５
０
０
円
や
４
０
０
０
円
と

形
態
が
違
う
。
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
、
ど
れ
く
ら
い
補
助

金
を
出
せ
る
の
か
、
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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①
避
難
施
設
は
市
地

域
防
災
計
画
の
中
で
、
町
内

の
市
内
の
各
町
会
集
会
施
設
、

小
中
学
校
等
合
わ
せ
て
77
施

設
を
指
定
し
て
い
る
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

る
が
、
冊
子
を
作
成
し
て
Ｐ

Ｒ
す
る
が
、
看
板
設
置
も
、

や
る
方
向
で
検
討
す
る
。
②

尾
上
地
域
と
碇
ヶ
関
地
域
は

防
災
無
線
が
あ
り
、
周
知
が

で
き
る
。
平
賀
地
域
に
は
防

災
無
線
が
な
い
た
め
、
広
報
、

町
会
放
送
で
周
知
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
現
在
、
防
災

無
線
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

弘
前
大
学
と
共
同
研
究
を
し

て
お
り
、
今
年
度
で
方
向
づ

け
が
さ
れ
る
。
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電
波
の
関
係
は
、

検
討
・
研
究
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
柄
で
あ
る
。
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�
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②
今
月

(

９
月)

末

に
正
式
に
決
定
す
る
予
定
で
、

国
の
は
っ
き
り
し
た
方
針
が

出
れ
ば
、
県
、
市
へ
と
流
れ

て
く
る
。
十
分
、
こ
の
順
位

と
い
う
の
は
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

�
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U

①
９
月
２

日
に
市
内
で
感
染
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
対
策
本
部
を

設
置
し
、
関
係
施
設
等
に
、

市
内
で
発
生
し
た
こ
と
、
う

が
い
・
手
洗
い
の
予
防
に
つ

い
て
、
改
め
て
注
意
喚
起
を

し
防
災
無
線
、
町
会
放
送
を

利
用
し
た
放
送
、
広
報
車
で

広
報
し
た
。
ま
た
、
公
共
施
設

へ
の
手
指
消
毒
剤
の
追
加
補

充
を
し
、
マ
ス
ク
や
消
毒
剤

を
扱
っ
て
い
る
店
舗
に
商
品

の
充
足
を
お
願
い
し
て
い
る
。
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�
U

前
回
も

｢
来
年
、
３

商
工
会
が
合
併
に
な
る
の
で
、

記
念
事
業
と
し
て
や
る
こ
と

は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。｣

と
答
弁
し
て
い
る
。
た
だ
、

プ
レ
ミ
ア
ム
部
分
に
つ
い
て
、

平
成
22
年
度
１
度
限
り
の
15

％
で
あ
れ
ば
、
検
討
す
る
こ

と
は
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。
平

成
23
年
度
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
経
済
状
況
を
見
な
が
ら

判
断
し
、
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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７
月
24
日
、
県
に
対

し
、
市
の
重
点
項
目
と
し
て

要
望
し
て
い
る
。
県
民
局
か

ら
｢

９
月
以
降
の
申
し
込
み

が
非
常
に
多
い
た
め
、
週
１

回
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
で

週
２
〜
３
回
は
指
導
に
行
く

予
定
で
あ
る
。｣

と
の
回
答

を
得
て
い
る
。
ま
た
、
市
と

し
て
の
利
活
用
方
法
に
つ
い

て
、
大
学
と
も
協
議
し
て
い

る
。
や
り
方
に
よ
っ
て
は
、

大
学
で
も
、
参
画
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
内
部
で
は
、

県
か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て

受
け
て
、
そ
の
上
で
利
活
用

を
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
検
討
し

て
い
る
。
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①
診
療
所
と
し
て
一

部
使
っ
て
い
る
た
め
、
建
物

も
一
緒
に
売
却
で
き
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
②
現
在
は
、

放
課
後
の
、
児
童
の
交
流
の

場
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会

に
活
用
を
お
願
い
し
て
い
る
。

使
っ
て
い
る
人
の
了
解
を
得
て
、

別
な
場
所
を
み
つ
け
る
な
ど
、

対
応
を
早
め
に
処
理
し
な
が

ら
、
最
終
的
に
は
売
却
を
す

る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
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病
院
の
問
題
は
、
平

成
22
年
で
決
着
を
つ
け
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。
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自
分
の
後
継
者
と
し

て
、
考
え
て
い
る
人
は
い
る

が
、
正
式
に
出
馬
す
る
と
い

う
返
事
は
ま
だ
。
後
援
会
と

も
協
議
し
て
い
る
が
、
後
継

者
が
出
馬
し
な
い
場
合
、
も

う
一
度
出
馬
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
る
。
も
う
少
し
時

間
が
か
か
る
。
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①
市
長
会
で
も
問
題

に
な
っ
て
い
る
が
、
経
済
対

策
に
つ
い
て
は
、
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
部
分
が
あ

る
の
で
、
す
べ
て
を
カ
ッ
ト

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

や
っ
て
は
困
る
と
い
う
の
が

市
町
村
の
願
い
で
あ
る
。
仮

に
そ
う
な
る
と
す
れ
ば
、
運

動
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

②
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

は
地
域
主
権
で
あ
る
。(

※)

ひ
も
つ
き
補
助
金
を
や
め
て
、

財
源
を
交
付
し
て
、
や
り
方

は
地
方
に
任
せ
よ
う
と
い
う

発
想
の
よ
う
で
あ
る
た
め
、

地
方
交
付
税
の
削
減
等
は
出

て
こ
な
い
と
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
根
本
的
に
見
直
し
て
、

む
だ
遣
い
を
カ
ッ
ト
す
る
方

針
の
よ
う
な
の
で
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
か
ら
、
財
源
は
出

て
く
る
と
感
じ
て
い
る
。
③

補
償
制
度
の
内
容
は
、
全
く

見
え
て
い
な
い
が
、
我
々
の

目
標
も
農
業
で
生
活
で
き
る

農
家
で
あ
る
。
そ
う
い
う
農

家
を
育
成
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
農
業
の
後
継
者
等
が
解

決
さ
れ
る
方
向
に
向
か
う
の

で
は
な
い
か
と
判
断
し
て
い

る
。

c
d
D
$
e
b

①
７
月
の

補
正
予
算
の
財
源
の
大
半
は
、

今
回
の
国
の
予
算
の
財
源
、

公
共
投
資
特
別
対
策
交
付
金

等
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
非

常
に
状
況
が
流
動
的
で
あ
る

た
め
、
注
視
し
な
が
ら
、
財

源
の
確
保
の
め
ど
が
つ
く
ま

で
、
事
業
の
着
手
は
留
保
し

つ
つ
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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①
健
康
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
た
事
業
や
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を

委
託
し
て
い
る
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
介
護
予
防
教
室

は
、
地
区
の
集
会
所
等
で
51

回
、
延
べ
１
０
５
６
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。
合
併
し
て
、

範
囲
が
広
く
な
り
、
地
区
に

出
向
く
こ
と
は
難
し
く
な
っ

た
が
、
保
健
師
に
も
努
力
は

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
年
齢

制
限
は
、
こ
だ
わ
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
自
由
に
来
て

い
た
だ
き
た
い
。
②
平
成
20

年
４
月
１
日
40
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
被

保
険
者
８

２
９
５
人

に
対
し
て

２
５
８
６

人
受
診
し

て
お
り
31

・
２
％
で

あ
る
。
県

の
平
均
は

24
・
６
％

で
、
決
し

て
悪
く
は
な
い
。
③
す
べ
て

の
方
に
保
健
師
が
家
庭
訪
問

や
電
話
で
早
期
に
受
診
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。
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健
康
セ
ン
タ
ー
と
尾

上
総
合
支
所
に
は
設
置
し
て

い
る
。
各
企
業
や
大
型
ス
ー

パ
ー
な
ど
に
も
た
く
さ
ん
設

置
さ
れ
て
い
る
。
ト
イ
レ
の

中
に
設
置
す
る
ス
ペ
ー
ス
が

確
保
で
き
れ
ば
、
経
費
は
そ

ん
な
に
か
か
ら
な
い
の
で
、

ふ
や
す
こ
と
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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B
C

部
長
会
議
等
で
も
再

三
注
意
し
て
い
る
が
、
大
変

申
し
訳
な
く
、
皆
様
方
に
深

く
お
わ
び
を
申
し
上
げ
る
。

D
E
F
G
�
�
C

①
通
帳

の
残
高
を
確
認
す
る
こ
と
な

く
、
職
員
に
預
け
て
い
た
こ

と
に
起
因
し
、
深
く
反
省
し

て
い
る
次
第
で
あ
る
。
②
現

在
、
親
睦
会
の
通
帳
・
印
鑑

は
親
睦
会
で
管
理
し
て
い
る
。

H
B
C

②
極
力
、
外
郭
団

体
の
会
計
を
職
員
は
取
り
扱

わ
な
い
方
向
で
指
導
し
、
47

件
あ
っ
た
も
の
が
26
件
に
減

少
し
て
い
る
。
組
織
の
成
立

上
ど
う
し
て
も
会
計
を
取
り

扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
は
、
通
帳
と
印
鑑
を
別
々

の
職
員
が
管
理
す
る
こ
と
を

徹
底
さ
せ
て
い
る
。
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B
C

補
助
要
綱
は
い
ろ
い

ろ
あ
る
が
、
団
体
に
つ
い
て

は
っ
き
り
と
し
た
ル
ー
ル
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
農
協

の
組
合
長
か
ら
、
産
直
セ
ン

タ
ー
を
拡
張
し
た
い
と
い
う

要
望
を
受
け
、
５
０
０
０
万
円

が
限
度
だ
と
い
う
話
を
し
た

経
緯
が
あ
る
。
②
農
協
の
事

業
だ
か
ら
、
同
じ
権
利
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
当
然
農
協

の
施
設
だ
か
ら
、
み
ん
な
に

資
格
が
あ
る
と
思
う
が
、
具

体
的
な
利
用
の
方
法
は
、
農

協
が
対
応
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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B
C

行
政
委
員
連
絡
協
議

会
と
協
議
し
な
が
ら
、
負
担

の
区
分
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
、

市
が
責
任
を
持
っ
て
や
る
と

こ
ろ
は
や
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
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B
C

平
成
20
年
度
は
徴
収

率
96
・
96
％
、
滞
納
者
83
件

で
624
万
９
０
０
０
円
。
平
成

18
年
度
の
滞
納
繰
越
分
は
収

納
率
が
15
・
45
％
で
、
滞
納

は
低
い
。(

※)

調
定
額
１

９
５
７
万
４
１
８
０
円
、
収

入
済
額
302
万
４
３
９
０
円
。

平
成
19
年
度
に
な
る
と
調
定

額
２
１
５
９
万
５
９
６
０
円

で
収
入
済
額
430
万
５
３
７
０

円
、
収
納
率
が
19
・
93
％
。

平
成
20
年
度
は
調
定
額
２
３

８
３
万
９
７
３
０
円
、
収
入

済
額
494
万
５
３
８
０
円
、
収

納
率
20
・
74
％
、
88
件
。
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児
童
手
当

な
ど
の
受
給
者
に
は
、
納
付

相
談
を
し
な
が
ら
、
手
当
の

中
か
ら
何
と
か
納
め
て
い
た

だ
く
お
願
い
を
し
て
い
る
。

収
納
課
と
連
携
し
な
が
ら
滞

納
世
帯
の
状
況
を
把
握
、
リ

ス
ト
を
作
成
し
、
税
等
収
納

向
上
対
策
委
員
会
等
と
あ
わ

せ
て
納
付
の
お
願
い
を
し
て

お
り
、
高
額
な
滞
納
者
に
も

分
割
納
付
を
お
願
い
し
、
少

し
ず
つ
解
消
し
て
い
る
。
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現
在
の
要

綱
は
保
育
園
を
収
納
事
務
の

協
力
員
と
し
て
お
願
い
し
、

納
付
書
の
配
布
や
納
入
意
識

の
向
上
、
口
座
振
替
の
啓
発

と
い
う
こ
と
で
、
他
市
で
行
っ

て
い
る
よ
う
な
、
保
育
園
の

園
長
に
直
接
納
付
の
依
頼
は

し
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
方

法
も
、
施
設
側
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
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９
月
１
日
に
連
合
婦

人
会
と
語
る
会
の
時
に
連
合

婦
人
会
か
ら
も
出
馬
要
請
を

受
け
て
い
る
。
次
期
市
長
選

挙
に
つ
い
て
は
、
後
継
者
が

出
馬
し
な
け
れ
ば
、
自
分
が

出
馬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
後
援
会
と

も
協
議
さ
せ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
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①
原
則
的
に
は
国
の

事
業
で
、
市
単
独
の
対
策
と

し
て
、
わ
い
化
樹
25
％
、
普

通
樹
20
％
、
防
霜
フ
ァ
ン
30

％
、
防
風
網
に
つ
い
て
は
25

％
の
か
さ
上
げ
を
し
て
い
る
。

今
年
は
も
ち
ろ
ん
、
来
年
も

引
き
続
き
リ
ン
ゴ
農
家
を
助

け
て
い
く
た
め
に
、
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

w
l
x
�

②
平
成
23
年
度

ま
で
に
り
ん
ご
共
済
加
入
率

を
50
％
以
上
に
し
な
け
れ
ば

今
後
自
然
災
害
の
場
合
、
原

則
と
し
て
県
が
薬
剤
費
な
ど

の
直
接
費
の
支
援
を
行
わ
な

い
こ
と
か
ら
、
風
・
ひ
ょ
う
・

霜
の
ど
れ
か
１
点
に
加
入
し

た
場
合
10
％
。
２
点
加
入
し

た
場
合
20
％
。
３
点
す
べ
て

加
入
の
場
合
30
％
を
助
成
す

る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
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津
軽
み
ら
い
農
協
の

｢

ふ
じ｣

を
基
準
に
す
る
と
、

｢

サ
ン
ふ
じ｣

の
１
箱
当
た

り
仮
渡
標
準
単
価
２
３
０
０

円
で
、
平
均
精
算
単
価
１
８

５
８
円
。
差
額
442
円
。｢

有

袋
ふ
じ｣

の
仮
渡
標
準
単
価

２
９
０
０
円
に
対
し
て
平
均

精
算
単
価
２
６
８
９
円
、
差

額
211
円
。
②

｢

サ
ン
ふ
じ｣

の
前
年
産
比
66
％
。｢

有
袋

ふ
じ｣

は
72
・
８
％
に
な
っ

て
い
る
。
③
リ
ン
ゴ
を
堆
肥

化
す
る
た
め
の
腐
熟
促
進
剤

(

石
灰
窒
素)

を
市
が
助
成

し
た
デ
ー
タ
か
ら
推
計
す
る

と
、
原
箱
換
算
で
約
１
７
５

０
箱
、
約
35
ト
ン
の
見
込
み
。
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主
体
は
農
協
で
あ
る

た
め
、
今
年
も
顔
の
見
え
る

リ
ン
ゴ
販
売
対
策
か
ら
も
、

ぜ
ひ
や
る
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
る
。
今
後
農
協
と
協
議
し

な
が
ら
、
実
現
に
向
け
て
努

力
し
た
い
。
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今
後
の
農
政
に
つ
い

て
は
、
農
政
審
議
会
等
で
十

分
審
議
さ
れ
た
は
ず
。
私
は

認
定
農
家
の
育
成
・
強
化
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。
小
規
模

農
家
は
で
き
る
だ
け
、
農
地

を
認
定
農
家
に
向
け
て
移
動

し
て
い
く
と
い
う
の
が
、
平

川
市
の
一
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で

あ
る
。
ま
た
、
政
権
が
変
わ

り
小
規
模
農
家
を
育
成
す
る

考
え
方
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

今
後
の
平
川
市
の
、
農
政
の

方
針
に
つ
い
て
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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私
も
そ
の
後
、
関
心

を
持
っ
て
情
報
を
見
て
い
る
。

例
え
ば
、
合
併
等
で
小
学
校

等
の
空
き
家
が
で
き
れ
ば
利

用
で
き
な
い
か
と
い
う
よ
う

に
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
み
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。
ひ
と
り

暮
ら
し
と
い

う
の
は
大
変

寂
し
い
も
の

で
あ
る
。
集

合
住
宅
と
い

う
の
は
考
え

て
進
め
て
い

く
べ
き
。
今

年
度
に
お
い

て
取
り
組
み

方
を
検
討
し
、

は
っ
き
り
と

し
た
方
針
が
決
ま
れ
ば
、
新

年
度
か
ら
の
予
算
で
こ
の
問

題
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
み

た
い
。
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全
国
に
は
当
市
出
身

の
方
が
い
る
の
で
、
総
務
課

を
中
心
と
し
て
デ
ー
タ
を
集

め
な
が
ら
、
組
織
づ
く
り
に

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
あ
り
方
を
検
討
し
進
め

て
い
き
た
い
。
平
川
会
が
で

き
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
計

画
し
て
い
る
の
で
、
積
み
重

ね
を
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
。
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平
成
21
年
11
月
26
日

(

木)
�
�
�
�
�

つ
が
る
市
木
造

(

旧
木
造

西
中
学
校
体
育
館
跡
地)

連

続
炭
化
プ
ラ
ン
ト

�
�
�
	



間
伐
材
等
、
不
要
材
の
有

効
利
用

�
�
�
�
�

・
燃
料
用
木
材
チ
ッ
プ
の
生

産
・
土
壌
改
良
、
水
質
浄
化

用
の
炭
・
廃
熱
の
利
用

�

�
�
�
�
�
�
�
�

齋
藤

政
子
、
小
野

敬
子
、

古
川

敏
夫
、
木
村

兼
由
、

小
笠
原
勝
則
、
齋
藤

剛
、

山
口

昇

、

�

�
�

津
軽
国
土
保
全
協
同
組
合

理
事
長

倉
水
則
秋
、
つ
が

る
市
経
済
部
長

松
橋
正
春
、

同
農
林
水
産
課
長

高
橋

寿
、
議
会
事
務
局
次
長
補
佐

相
馬
正
治
、
主
査

長
尾
陽

子
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�
�

手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
荒

れ
た
山
を
目
に
し
、
何
と
か

で
き
な
い
か
と
日
々
考
え
て

い
た
倉
水
理
事
長
は
、
林
野

庁
の
協
力
を
得
な
が
ら
現
地

で
残
材
を
粉
砕
、
チ
ッ
プ
化

し
、
木
炭
を
製
造
す
る
可
搬

式
炭
化
装
置
を
開
発
し
ま
し

た
。
現
地
で
木
炭
生
産
が
可

能
に
な
れ
ば
、
生
産
コ
ス
ト

の
削
減
や
、
松
食
い
虫
の
被

害
木
を
炭
化
す
る
こ
と
で
、

流
域
の
環
境
保
全
と
資
源
化

に
大
き
く
貢
献
で
き
る
と
考

え
ま
し
た
。

生
産
さ
れ
た
炭
は
土
壌
改

良
材
と
し
て
施
用
し
、
農
作

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
、
プ
ラ

ン
ト
稼
動
に
よ
る
雇
用
の
創

出
、
廃
校
の
活
用
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
り
私
た

ち
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。

今
後
は
、
校
舎
の
空
き
教

室
に
お
い
て
、
廃
熱
を
利
用

し
、
冬
期
間
も
農
作
物
が
収

穫
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
て

い
る
と
の
事
で
、
注
目
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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請
願
書
・
陳
情
書
の
書
き
方
、
留
意
事
項

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①

請
願
書

(

陳
情
書)

は
そ
の
要
旨
、
理

由
を
簡
単
に
、
分
か
り
や
す
く
書
い
て
く

だ
さ
い
。

②

提
出
年
月
日
、
請
願

(

陳
情)

者
の
住

所
、
氏
名

(

法
人
の
場
合
は
、
そ
の
名
称

及
び
代
表
者
氏
名)

を
書
い
て
必
ず
押
印

し
て
く
だ
さ
い
。

③

請
願
の
場
合
は
、
一
人
以
上
の
紹
介
議

員
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
紹
介
す
る
議
員

は
、
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
を
し
て
く
だ

さ
い
。

④

紹
介
議
員
が
付
か
な
い
と
き
は
陳
情
書

と
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤

道
路
等
は
簡
単
な
地
図
・
略
図
・
図
面

等
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
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食

材
は
、
人
の
生
命
維

持
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
健
康
で
充
実
し
た
生

活
の
基
礎
と
な
る
も
の
で

す
。
私
た
ち
は
、
日
本
の

食
料
自
給
率
向
上
の
た
め
、

今
、
行
動
を
起
こ
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
に
は
、
消
費
者

と
生
産
者
の
両
面
か
ら
食

料
を
見
直
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
豊
か
な
国

産
物
を
食
べ
、
食
べ
残
し

な
ど
に
よ
る
食
品
廃
棄
を

抑
え
る
こ
と
で
、
人
間
の

健
康
と
美
し
い
環
境
、
そ

し
て
子
供
た
ち
の
未
来
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
行
政
、
企
業
だ
け
で

な
く
、
国
民
全
体
が
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
食
料
危
機
を
考

え
た
場
合
、
現
在
の
自
給

率
の
ま
ま
で
は
、
国
民
に

対
し
て
安
定
し
た
食
料
供

給
に
支
障
が
出
る
可
能
性

が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
今
の
食
生
活

が
、
こ
の
ま
ま
守
ら
れ
る

保
証
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

(

小
野

長
道)

10
月
13
日

(

火)

八
戸
市

｢

ウ
ェ
ル
サ

ン
ピ
ア
八
戸｣

に
お

い
て
青
森
県
市
議
会

議
員
研
修
会
に
17
名

参
加
し
、
研
修
後
に

は
八
戸
市
博
物
館
・

史
跡
根
城
の
広
場
を

視
察
し
ま
し
た
。

��
��
��
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11
月
10
日

(

火)

岩
手
県
陸
前
高
田
市

議
会
議
会
報
特
別
委

員
会
の
委
員
６
名
の

皆
様
が
、
当
市
の
議

会
広
報
に
つ
い
て
、

研
修
の
た
め
来
庁
し

ま
し
た
。

原
稿
作
成
は
委
員

会
で
行
な
っ
て
お
り
、

定
例
会
終
了
後
１
ヵ

月
の
期
間
に
毎
戸
に

配
布
す
る
と
い
う
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
議

会
報
に
つ
い
て
は
、

当
市
議
会
も
見
習
う

べ
き
と
感
じ
ま
し
た
。

(

写
真
中
央
及
川
委

員
長)
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